
津波 PRA に関する技術基盤の構築 
その 15：実機を対象とした津波レベル 2PRA 評価 (2) 放出カテゴリ分類 

Construction of the technical basis for tsunami PRA 
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本研究では、モデルプラントによる評価手法･モデル開発を通じ、レベル 1PRA からレベル 2PRA までの一

貫した津波 PRA の技術基盤を整備する。その 15 では、実機を対象としたレベル 2 津波 PRA のうち、放出カ

テゴリ分類とその定量化結果について報告する。 
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1. 緒言 

レベル 2PRA 標準[1]では、ソースターム評価において放出カテゴリごとに選定された代表的な事故シーケ

ンスのソースタームを求めることとなっている。本研究では、レベル 1PRA からレベル 1.5PRA にて構築した

内的事象 PRA と整合し、かつ津波による事故シナリオを統合的に取り扱える事故シーケンス評価モデル[2]

を用い、ソースタームの放出形態を考慮した放出カテゴリ分類と定量化を行い、ソースターム評価のための

代表事故シーケンスを選定した。 

2. 放出カテゴリの分類と代表事故シーケンスの検討 

2-1. 放出カテゴリの分類 

既報告[2]において整備した格納容器イベントツリー（CET）のすべての終状態を対象として、環境へ放出

される放射性物質の放出挙動の類似性から放出カテゴリを分類した。分類においては、レベル 2PRA 標準[1]

を参照し、プラント損傷状態および格納容器機能喪失モードの組み合わせとそれぞれの放出時期から放出カ

テゴリを分類し定量化した。 

2-2. 代表事故シーケンスの検討 

ソースターム評価のための代表事故シーケンスの選定については、格納容器機能喪失頻度（CFF）定量化結

果に基づき事故シーケンスを抽出することとした。ここでは、津波高さごと、放出カテゴリごとの CFF 定量

化結果に含まれるカットセットを分析することで、主要な事故シーケンスを決定した。 

3. 結論 

モデルプラントを対象として放出カテゴリごとの CFF の定量化と代表事故シーケンスの選定を実施した。

本成果は、安全性向上の取り組みに向けた津波 PRA の技術基盤構築に資する。 
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